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近年，物体像のスパース性を利用した符号化

撮像によりナイキストリミットを超える画像

計測を実現する圧縮センシング技術が研究され

ている [1]．本研究では，体積ホログラム光学

素子（vHOE）を圧縮センシングの符号器とし

て用いることにより複数視野の画像をスナップ

ショットで取得する撮像法を提案する．提案手

法では，vHOEによる角度選択的な波面再生を

視野（光の入射角）ごとに異なる点像分布関数

の実装に応用し，複数視野像の多重化取得及び

分離再構成を実現する（図 1）．

vHOEは光軸方位変調作用（プリズム機能）と

点像分裂作用（ビームスプリッタ機能）を有す

るよう露光する．これにより，視野ごとに異な

る点像分布関数を物理実装する．視野ごとの点

像分布関数の相関を下げるため，視野ごとに方

向や量の異なる像分裂作用を設計する．カメラ

の前に vHOE符号器を配置し物体を撮影し，複

数視野物体の単一多重像を取得する．その後物

体のスパース性を利用した画像再構成により，

各視野の像を分離再構成する．

vHOEを露光し，撮像実験を行うことで原理

確認を実施した．フォトポリマー材料 (Bayfol

HX200, Covestro AG)を干渉光学系で露光し，

形成された三次元屈折率分布を紫外光照射によ

り固定することで vHOEを物理実装した．実

験の簡便化のため，四種のプリズム vHOE（カ

メラの光軸に対して左 45◦及び 43◦，下 45◦及

び 43◦から入射した光をセンサ面に伝達）を露

光し，これらを重ね合わせることで vHOE符号

器を近似的に実現した．vHOE符号器をカラー

CCDカメラの前に配置することで，二視野の

多重像撮影を実装した．撮像対象として設定し

た二視野にそれぞれ拡散物体（人形と巻尺）を
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図 1: 提案手法概念図.
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図 2: 原理確認実験結果.

配置した．波長分散による影響を排除するた

め，物体を狭帯域光で照明した．多重像と既知

の点像分布関数を入力とした画像再構成処理 [2]

により物体像分離再構成を実装した．実験結果

を図 2に示す．単一の多重像から，二視野の物

体像が分離再構成されることを視覚的に確認し

た．vHOEの多重露光化，撮像状況の一般化，

性能解析，評価が今後の課題である．
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